
平成20年9月25日

中国電力株式会社

島根原子力発電所耐震安全性評価に係る
地下構造特性の調査の実施について

  当社は，「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」が平成18年9月に改訂されたことを踏まえ，本年3月28日，島根原子力発電

所の耐震安全性評価結果中間報告書を原子力安全・保安院に提出し，現在，国による確認が行われているところです。

  本年9月4日，原子力安全・保安院から，平成19年新潟県中越沖地震の際に柏崎刈羽原子力発電所において観測された大きな地震動

の要因分析等が進んだことを踏まえ，中越沖地震から得られる知見を整理し，原子力発電所等の耐震安全性評価に反映すべき事項を

取り纏め，当社を含む原子力事業者等に対して通知がなされています。※

  その通知の中に地震動評価に反映すべき事項として，地震の揺れが大きく増幅した要因の一つである地下構造特性の影響を，地震

観測記録の分析や地下構造モデルの構築により適切に考慮すること等が挙げられています。

  当社としては，これまでの調査結果や地震記録の分析等から適切な地下構造モデルを設定しており，発電所敷地の地下構造に地震の

揺れを大きく増幅させる特性はないと考えていますが，上記通知内容を踏まえ，その根拠となる地下構造データをより一層充実させる

ため，島根原子力発電所の敷地および敷地周辺の微動アレイ観測による地下構造特性に関する調査を実施することとしました。

※「新潟県中越沖地震を踏まえた原子力発電所等の耐震安全性評価に反映すべき事項について」（平成20年9月4日 原子力安全・保安

院）

＜調査期間（予定）＞

    平成20年9月29日（月）～10月5日（日）

添付資料： 「別紙 微動アレイ観測について」[PDF:171KB]
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微動アレイ観測について 
 

○微動アレイ観測 

微動アレイ観測とは，地表付近で発生している微小な振動（交通振動・工

場振動等の人間活動および天候・波浪等の自然現象に起因する振動）を，地

表に群設置（アレイと言う）した複数の地震計で同時に測定し，測定したデ

ータを解析することで地下の速度構造を推定する調査手法です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○調査予定箇所 ２８箇所（敷地内：１３箇所，敷地周辺：１５箇所） 
 

別 紙 

島根原子力発電所 

微動アレイ観測位置 

※微動アレイ観測では，微動計を三角形の頂点や中心に配置します。 

※調査箇所は，調査の進捗や関係箇所との調整等により変更となる可能性があります。 
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